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【記入例】

内　容

石川県中能登町

同上

中能登町役場　企画課

太郎右衛門、さえさ

中能登町どぶろく特区

平成26年11月28日

【中能登町の背景】
　中能登町は古くからどぶろくと大変縁の深い地域であり、約全国にどぶろく製造の
許可を受けて いる神社はおよそ30社あり、3社（能登國二之宮天日陰比咩神社、能
登比咩神社、能登部神社）が、藩政期以前より、神事用「どぶろく」醸造が行われて
きており、現在も国税局の許可を受けて、その歴史と伝統を連綿と受け継いでいる。

　平成26年11月28日付けで、内閣総理大臣から「どぶろく特区」の認定を受け、現在
は２名の、農家レストランを営む農業者がどぶろくを醸造し、まちづくりの活性化につ
なげている。平成30年からは、新酒を祝う「どぶろく祭り」を行い、県内外からのどぶ
ろくファン獲得に向けた取組みも行い、中能登町を代表する特産品としてブランド化
につなげた。

　特区認定を皮切りに、能登の暮らしに息づく文化をスローツーリズムにつなげる有
志団体の設立や、金沢工業大学と「どぶろくの効能」の共同研究、令和４年１２月１２
日には、どぶろく特区では全国初の、どぶろくシーズン到来を告げる「どぶろく宣言」
の実施、どぶろくで乾杯酒プロジェクト、どぶろくとコラボした特産品開発、３神社を巡
るツアー造成にも積極的に取組み、どぶろくに様々な方が関わり、関係人口構築や
観光振興、誘客に努めてきた。

【事業計画】
１）どぶろく研究大会では、どぶろく生産者の交流や情報交換をはじめ、こ
よなく「どぶろくを愛する」者同士が集い、共にどぶろく歴史文化を継承し
て全国の特区の包括的なつながりをもてる大会にします。
・どぶろくワークショップ分科会の開催
・どぶろくアートパフォーマンスの実施

２）石川県内のどぶろく特区自治体とも連携した取組みをはじめ、隣接する
富山県の特区の生産者や、七尾市の和倉温泉との宿泊プランの提供など旅行
会社もツアー企画して参加者を集える大会にします。
・３神社を巡るオプショナルツアー
・奥能登の杜氏との交流や祭りなどのつながりを学べるツアー

３）日本で初の日本酒に美容効果を学術的に証明された金沢工業大学の尾関健
二教授に、どぶろくの健康・美容効果の講演のほか、能登の里山里海の世界農業
遺産とどぶろくのつながりの理解を深めどぶろくの魅力や普及に努めます。
・肌のコラーゲンスコアを測定する機器の体験
・美容に関心のある女性100人に参加いただく
・地元に伝わる郷土料理や発酵食、クラフト甘酒を堪能

４）研究大会は、石川県では初開催となり、中能登町、中能登町観光協会、中能登
町商工会、（一社）中能登スローツーリズム協議会、（一社）ななお・なかのとDMOを
はじめ、石川県や近隣自治体やどぶろく製造者や事業者とも連携しながら受け入れ
態勢を整え実施します。

５）2024年度春の北陸新幹線金沢～敦賀駅間開業を契機に、東日本、西日本から
の誘客を進めるため大会を誘致し石川県能登半島の魅力を発信する。

※別添の企画書のとおり

行政等 -

事業者等 太郎右衛門、さえさ（コンテストのみ出品参加）

行政等 中能登町長、中能登町観光協会会長（オンライン参加）

事業者等 太郎右衛門、さえさ（オンライン参加）
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